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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送風機と熱交換器とを備え、
　前記熱交換器の両側に前記熱交換器を本体側に固定する熱交換器固定部品を有すると共
に、前記熱交換器の下部にドレン水を受けて、背面側の斜め下方に延在するドレン穴より
前記ドレン水を外部に排出するドレンパンを有し、
　前記熱交換器固定部品の下部に前記ドレンパンの上部を覆い逆流するドレン水が衝突す
る逆流防止壁を設け、該逆流防止壁の前面側を上方に突出する凸状に形成し、該凸状に形
成した部分にドレン水吹出口を設けると共に、該ドレン水吹出口の前面側にドレン水防止
壁を設けて、前記ドレンパンのドレン穴から逆流するドレン水を、前記逆流防止壁及び前
記ドレン水防止壁に当ててドレンパンに回収することを特徴とする空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機に係り、より詳しくは、ドレン水を排出するドレン穴からの逆風
に対する水の吹き上げを防止するドレン水吹き上げ防止構造を備えた空気調和機に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来の空気調和機のドレン水吹き上げ防止構造は、ドレンパンの排水口を囲むようにド
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レン飛散防止金具を設置し、ドレン配管への空気吸い込みにより発生するドレン水の逆流
による水飛散を防止しており、これにより、現地でドレントラップの設置を不要とし、水
飛び発生による水洩れを防止していた（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　また、従来の空気調和機のドレン水処理装置に、ドレン排水口を仕切り部により排水経
路と空気経路に分離し、ドレン排水口を上下方向に設け、仕切部をドレン排水口の出口側
の端面より突出させることにより、ドレン排水口の端面での水膜の形成や、空気経路への
ドレン水の逆流を防止するようにしたものがある（例えば、特許文献２参照）。
【０００４】
【特許文献１】特開平２－８９９３１号公報（第３頁、第１図）
【特許文献２】特開２００２－１６８４７４号公報（第５頁、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１記載の技術によれば、ドレン水の流入口と逆流したドレン水の排出口が同じ
開口部に位置していたため、逆流の勢いでドレン水がドレンパンの外側に飛び出す場合が
あった。
【０００６】
　また、特許文献２記載の技術によれば、ドレン排出口を仕切部により排水経路と空気経
路に分離するため、それぞれの経路を確保するためのスペースが必要であった。
【０００７】
　本発明は上記のような課題を解決するためになされたもので、少ないスペースで、しか
も、逆流したドレン水がドレンパンの外側に飛び出すことのないドレン水吹き上げ防止構
造を備えた空気調和機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係るドレン水吹き上げ防止構造を備えた空気調和機は、送風機と熱交換器とを
備え、熱交換器の両側に熱交換器を本体側に固定する熱交換器固定部品を有すると共に、
熱交換器の下部にドレン水を受けて、背面側の斜め下方に延在するドレン穴よりドレン水
を外部に排出するドレンパンを有し、前記熱交換器固定部品の下部に前記ドレンパンの上
部を覆い逆流するドレン水が衝突する逆流防止壁を設け、該逆流防止壁の前面側を上方に
突出する凸状に形成し、該凸状に形成した部分にドレン水吹出口を設けると共に、該ドレ
ン水吹出口の前面側にドレン水防止壁を設けて、前記ドレンパンのドレン穴から逆流する
ドレン水を、前記逆流防止壁及び前記ドレン水防止壁に当ててドレンパンに回収するよう
にしたものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る空気調和機によれば、ドレン穴からの空気吸い込みで発生するドレン水の
逆流を、ドレン水がドレン穴に向かって流れる正規の経路とは異なる経路でドレン水吹き
上げ防止構造に導くようにしたので、少ないスペースでドレン水がドレンパンの外側に飛
び出すのを防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図１は本発明の一実施の形態に係る空気調和機の縦断面図、図２は図１のドレン水の排
水経路を示す斜視図、図３は図２のドレン水の排水経路に熱交換器固定部品を取り付けた
状態を示す斜視図、図４は図３の熱交換器固定部品を取り外した状態を示す斜視図、図５
は熱交換器固定部品の下部内面を示す斜視図、図６は図３の要部の断面図である。
【００１１】
　図において、空気調和機は、本体部１の前面側に着脱可能な前面パネル２を有し、上部
には空気の吸込口３が設けられている。そして、本体部１内には吸込口３から吸込んだ空
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気を熱交換する熱交換器４と、吸込口３から外気を吸引するファン（送風機）５とが配設
され、ファン５の下流側には前面側（図の左側）に開口する吹出口６が設けられて、これ
らの間に風路が形成されている。
【００１２】
　熱交換器４の下部には熱交換器４からのドレン水を受けるドレンパン７が配設されて、
ドレンパン７の左右（幅方向の両側）には、ドレンパン７内のドレン水を本体の外部に排
出するドレン穴８が設けられている。このドレン穴８はソケット状に形成されてユニット
背面の斜め下方に延在し（図６参照）、その端部にドレンホース９が取り付けられている
。
【００１３】
　熱交換器４はその両側が熱交換器固定部品１０により本体部１に固定されており、この
熱交換器固定部品１０の下部には、この熱交換器固定部品１０を本体部１に取り付けたと
きに、ドレンパンの上部を覆うドレン水吹き上げ防止構造を構成する逆流防止壁１１が設
けられている。
【００１４】
　この逆流防止壁１１は、前面側（図６では左側）が上方に突出する凸状に形成されてお
り、この逆流防止壁１１のドレン穴８のほぼ延長線上（矢印ロで示す）にはドレン水の吹
出口１２が設けられ、さらにその前面側には縦壁によってドレン水防止壁１３が設けられ
て、その下部にはドレン水路が形成されている。１５はドレン水防止壁１３の下端部に設
けられてドレンパン７内に位置する（図５）ドレン水ガイドである。
【００１５】
　上記のように構成した空気調和機の作用を説明する。
　図１において、冷房運転の場合、暖かい空気はファン５によって吸込口３から本体部内
に吸い込まれ、熱交換器４で熱交換されて冷たい空気となり、冷風となって吹出口６から
吹き出される。
　暖かい空気が熱交換器４で熱交換される際に、空気中の水分が抽出されてドレン水とな
り、ドレンパン７に滴下する。このドレン水は、ドレンパン７の底面に沿って図６の矢印
イ方向に流れ、ドレンパン７の左右のドレン穴８を通って、室外に排出される。
【００１６】
　ドレン穴８から空気の吸い込みが生じると、ドレン水の逆流が発生する場合がある。こ
のとき、ドレン水はドレン穴８に向かって流れる正規の経路イとは異なる方向、すなわち
、ドレン穴８を流れる排水方向とは逆方向である図６の前面側に向かって斜め上方（矢印
ロで示す）に吹き出し、その一部は逆流防止壁１１に当たってドレンパン内に落下し、一
部はドレン水吹出口１２から吹き出してドレン水防止壁１３に衝突して流下し、水路１４
又はドレン水ガイド１５に導かれ、ドレンパン７に回収されて外部へ排出される。
【００１７】
　本実施の形態によれば、ドレン穴８から逆流したドレン水は、一部が逆流防止壁１１に
当たってドレンパン７に落下し、ドレン水吹出口１２から吹き出した一部のドレン水はド
レン水防止壁１３に当たって外部への吹き出しが防止されてドレンパン７に回収されるよ
うにしたので、少ないスペースで、しかも逆流したドレン水がドレンパン７の外へ飛び出
すことがなく、ドレンパン７に確実に回収することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施の形態に係る空気調和機の縦断面図である。
【図２】図１のドレン水の排水経路を示す斜視図である。
【図３】図２のドレン水の排水経路に熱交換器固定部品を取り付けた状態を示す斜視図で
ある。
【図４】図３の熱交換器固定部品を取り外した状態を示す斜視図である。
【図５】熱交換器固定部品の下部内面側を示す斜視図である。
【図６】図３の要部の断面図である。
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【符号の説明】
【００１９】
　４　熱交換器、５　送風機、７　ドレンパン、８　ドレン穴、１０　熱交換器固定部品
、１１　逆流防止壁、１２　ドレン水吹出口、１３　ドレン水防止壁、１４　水路、１５
　ドレン水ガイド、イ　ドレン水正規経路、ロ　逆流ドレン水経路。　

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】
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